
館山市のホームページアドレス　http://www.city.tateyama.chiba.jp

９ 備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

普
段
か
ら
隣
近
所
と
助
け
合
っ
て

市
民

シリーズ

133

　
　

198

館山市北条1145-1

広報／たてやま

平成13年10月１日号

〒294-8601

電話 22 －3111 内線 505 FAX 23－3115

発行／館山市秘書広報課

No.613

よこがお編

　
地
元
の
熱
意
が
実
り
神
余
小
学

校
の
校
舎
が
建
て
替
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
れ
に
伴
っ

て
歴
史
を
語
る
品
々
の
伝
来
が
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
の
手
投
げ
消
火
弾
も
そ
の

一
つ
で
、
高
崎
市
の
共
立
化
工 

㈱

製
の
と
て
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

縦
44
㎝
×
横
13
㎝
ほ
ど
の
赤
い
箱

ふ
た

の
蓋
に
は
、
い
か
め
し
く
「
手
投

げ
消
火
弾
」
と
い
う
文
字
が
彫
ら

れ
、
恐
る
恐
る
そ
の
蓋
を
開
け
る

と
、
中
に
は
薬
液
の
入
っ
て
い
る

ガ
ラ
ス
の
弾
が
三
つ
、
へ
ぎ
板
を

裂
い
た
よ
う
な
木
製
詰
め
物
（
緩

衝
材
）
に
護
ら
れ
て
収
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
こ

の
ガ
ラ
ス
弾
を
火
元
に
向
か
っ

て
投
げ
つ
け
る
と
、
薄
い
ガ
ラ

ス
が
割
れ
て
そ
の
中
の
薬
液
が

炎
の
中
に
飛
散
し
、
発
生
し
た

不
燃
性
の
ガ
ス
で
消
火
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
風
の
あ
る
屋
外
や
焚
き

火
な
ど
で
は
ガ
ス
が
逃
げ
て
し
ま

い
、
あ
ま
り
効
力
が
発
揮
で
き
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
消
火
器
に
も
匹
敵
す
る
性
能
を
持

ち
、
一
般
火
災
の
ほ
か
、
漏
電
火
災

や
油
火
災
な
ど
に
も
対
応
で
き
、
周

囲
を
汚
さ
な
い
と
い
う
優
れ
も
の
で

し
た
。
こ
の
薬
剤
に
は
四
塩
化
炭
素

（
四
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
）
が
用
い
ら

れ
、
そ
の
比
重
は
空
気
よ
り
重
い

１
・
63
で
す
の
で
、
燃
え
て
い
る
部

分
よ
り
上
部
に
当
て
る
の
が
コ
ツ
だ

そ
う
で
す
。
し
か
し
何
と
言
っ
て
も

火
元
に
届
く
腕
力
と
、
命
中
さ
せ
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
腕
前
が
必
要
な
の

で
し
た
。

　
各
地
で
効
能
を
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
売
込
み
を
図
っ

た
こ
と
、
薬
剤
が
不
凍
性
の
た
め

厳
寒
地
で
も
使
え
た
こ
と
、
そ
し

　

て
使
用
方
法
が
投

げ
る
と
い
う
極
め

て
単
純
な
こ
と
か

ら
、
各
地
の
学
校

な
ど
に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

神
余
小
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
物
語

手

投

げ

消

火

弾

　
富
崎
地
区
を
対
象
に
今

年
の
合
同
防
災
訓
練
が
、

先
月
１
日
、
富
崎
小
学
校

校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
住
民
を
は
じ
め
海

上
自
衛
隊
、
消
防
署
、
消

防
団
、
警
察
署
な
ど
の
関

係
機
関
を
含
め
、
約

700

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
発
生
し
た
大
地
震

は
、
相
模
ト
ラ
フ
上
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.9
と
想
定
。

館
山
市
で
の
震
度
は
６
強
か
ら
７

と
い
う
も
の
。
家
屋
の
倒
壊
、
道

路
や
橋
の
被
害
が
大
き
く
、
死
傷

者
多
数
。
沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ

る
被
害
も
発
生
し
た
と
し
て
、
住

民
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、

仮
設
ト
イ
レ
組
立
訓
練
、
土
の
う

作
成
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
講
評
で
、
富
崎
地
区
連
合

町
内
会
長
の
吉
田
昌
男
さ
ん
は

「
大
正
12

年
の
関
東
大
震
災
以

来
、
富
崎
地
区
で
は
地
震
に
よ
る

大
き
な
被
害
は
出
て
い
な
い
が
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
正

に
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
阪
神

淡
路
大
地
震
の
際
、
淡
路
島
で
は

普
段
か
ら
隣
近
所
と
の
行
き
来
が

盛
ん
で
、
住
宅
の
間
取
り
や
普
段

い
る
部
屋
を
熟
知
し
て
い
た
た

め
、
迅
速
に
救
出
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
富
崎
で
も
普
段
か
ら
仲
良

く
、
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
で
、

“
も
し
も
”
に
備
え
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
防
災
訓
練
は
船
形
地
区

で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ市民 ～ よ こ が お 編 ～

防災訓練で炊き出し

▲初期消火訓練

▲土のう作成訓練

　
そ
の
後
研
究
が
進
み
、
安
全
と

い
わ
れ
て
い
た
四
塩
化
炭
素
が
、

あ
る
特
定
の
条
件
で
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
な
ど
と
激
し
い
反
応
を
起
こ

す
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
炎
に
熱

せ
ら
れ
て
化
学
変
化
を
起
こ
す
と

微
量
な
が
ら
ホ
ス
ゲ
ン
と
い
う
有

毒
ガ
ス
が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か

り
、
昭
和
48
年
に
廃
止
が
公
示
さ

れ
ま
し
た
。
広
く
設
置
さ
れ
た
手

投
げ
消
火
弾
で
し
た
が
生
産
中
止

と
共
に
、
各
地
か
ら
姿
を
消
し
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

　
11
月
の
市
立
博
物
館
の
休
館
日
は
、

５
日
、12
日
、19
日
、26
日
で
す
。

▲館山市立博物館に寄贈された手投げ消火弾

m u s e u m

http://www.city.tateyama.chiba.jp


◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
／
ち
び
っ
子
に
大
人
気「
ミ
ッ

フ
ィ
ー
と
う
た
お
う
　
ブ
ラ
ッ
ク
大
王
を
や
っ

つ
け
ろ
」　

　
開
演
／
午
後
１
時
30
分
～

◆
歯
の
健
康
に
／
歯
の
衛
生
ポ
ス
タ
ー
展
、
歯

科
相
談
・
健
診
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど
。

◇
直
売
コ
ー
ナ
ー
／
魚
介
類
や
農
産
物
、
加
工

品
を
直
売
。
安
房
水
産
高
校
、
安
房
農
業
高
校

の
実
習
製
品
。

◇
交
流
コ
ー
ナ
ー
／
石
和
町
の
ぶ
ど
う
と
ワ

イ
ン
の
直
売
。

◇
実
演
コ
ー
ナ
ー
／
ま
な
板
の
販
売
や
、
住
宅

設
備
器
具
や
畳
の
展
示
。

◇
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
／
炭
火
の
バ
ー
ベ

◇
伝
統
工
芸
品
展
／
市
内
の
伝
統
的
な
工
芸

品
の
展
示
と
販
売
。

◇
消
費
生
活
展
／
消
費
生
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
の
研
究
発
表
や
消
費
生
活
苦
情
相
談

コ
ー
ナ
ー
。

■南総文化ホール
10/13（土）

10/21（日）

10/28（日）　

11/１（木）～11（日）

11/３（土）　

11/３（土）　

11/３（土）～4（日）

11/３（土）～5（月）

11/７（水）

11/10（土）～11（日）

11/10（土）

11/18（日）

11/18（日）

11/24（土）

11/25（日）

12/15（土）

 ９:00～

 ９:00～

 ９:00～

 ８:30～

10:00～

12:30～

 ９:00～

 ９:00～

 ９:00～

 ９:00～

13:00～

12:30～

14:00～

15:00～

13:00～

12:30～

主婦クラブの集い(小ホール）

民謡大会（大ホール）

吟道大会（大ホール）

写真展（展示ギャラリー）

野点（フェスタ広場）

芸術フェスティバル（大ホール）

盆栽展（小会議室）

コンテナガーデン展（フェスタ広場）

子ども音楽会（大ホール）

ユネスコ展（大会議室）

市民音楽祭（小ホール）

筝曲発表会（小ホール）

館山吹奏楽団演奏会（大ホール）

バレエ発表会（大ホール）

竹弦社公演（小ホール）

日本舞踊（大ホール）
◆
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
展
示
会

◆
体
力
一
番
／
シ
ニ
ア
簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

ス
、
親
子
で
仲
良
し
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
、
妊

婦
の
体
力
体
験

◆
相
談
コ
ー
ナ
ー
／
健
康
、
栄
養
、
介
護
、

看
護
、
医
療
な
ど
各
種
相
談

◆
体
力
づ
く
り
／
ダ
ン
ス
な
ど
サ
ー
ク
ル
発
表

◆
骨
密
度
測
定
／
定
員
は

120
人
。
１
時
間
ご

と
に
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

◆
保
健
推
進
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

◆
犬
の
し
つ
け
方
教
室
（
安
房
保
健
所
）

◆
そ
の
他
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

◆
老
人
ク
ラ
ブ
／
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
大
会

南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ
イ
エ
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
屋
内
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
屋
外
）

南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ
イ
エ
）

南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
広
場
）

　
第
20
回
を
迎
え
る
南
総
里
見
ま
つ
り
。

　
今
年
は
城
山
と
八
幡
神
社
の
２
カ
所
か
ら

パ
レ
ー
ド
し
、
北
条
海
岸
に
集
結
。
姉
妹
都

い
さ
わ

市
の
山
梨
県
石
和
町
か
ら
の
武
田
軍
や
全
国

各
地
か
ら
八
犬
士
も
参
加
し
ま
す
。

　
里
見
本
陣
隊
（
城
山
公
園
）【
武
者
70
人
、

騎
馬
４
頭
、
手
づ
く
り
甲
冑
隊

100
人
、
石
和

町
10
人
、
八
犬
士
、
山
車
・
お
船
・
神
輿
計

14
台
】
／
午
後
12
時
45
分
出
陣
式
、
午
後
１

時
出
発
～
館
山
駅
～
北
条
海
岸
。

　
八
幡
大
明
神
隊
（
八
幡
神
社
）
【
武
者
30

人
、
山
車
・
お
船
計
８
台
】
／
午
後
12
時
15

分
必
勝
祈
願
　
12
時
50
分
出
発
～
館
山
駅
～

北
条
海
岸
。

　
北
条
海
岸
／
午
前
11
時
～
郷
土
芸
能
祭
、

午
後
４
時
～
里
見
水
軍
戦
国
合
戦
絵
巻

【
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
】

◆
保
健
推
進
協
議
会
コ
ー
ナ
ー
／
成
人
病
予

防
の
た
め
の
食
生
活
展
、
味
噌
汁
の
塩
分
測

定
（
ご
家
庭
の
味
噌
汁
を
杯
一
杯
程
度
お
持
ち

く
だ
さ
い
）
、
昔
な
つ
か
し
い
手
づ
く
り
お
や

つ
配
布
、
保
健
所
コ
ー
ナ
ー
（
ア
ル
コ
ー
ル

パ
ッ
チ
テ
ス
ト･

肺
の
汚
れ
度
チ
ェ
ッ
ク
）、

安
房
医
師
会
コ
ー
ナ
ー
、
お
も
ち
ゃ
図
書

館
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
優

良
世
帯
の
表
彰
、
健
康
ク
イ
ズ
、
年
金
ク
イ

ズ
、
館
山
市
の
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問合せ／南総里見まつり
　　　　実行委員会事務局
　　　   館山観光協会!22―2000

市
民
運
動
場
（
10
月
11
日
競
技
）

健康＆産業まつり10/７

南総里見まつり
10/21

キ
ュ
ー
や
も
ち
つ
き
。
ポ
ン
菓
子
、
牛
乳
の

無
料
配
布
。
山
賊
鍋
。
海
賊
鍋
。

問合せ／健康まつり実行委員会事務局（健康管理課!23―3113)

　　　    産業まつり実行委員会事務局（農水産課!22―3111内線603）

健康まつり産業まつり

みどこ
ろ

いっぱ
い

　10月13日（土）から12月15日（土）まで第54回館山市文

化祭が行われます。写真展や美術展、音楽祭など市内で

活動する団体が自慢の作品や練習成果を披露します。

　問合せ／生涯学習課文化係（!22-3111内線663）

第54回 館山市文化祭

11/３（土）  ９:00～ 秋の自然観察会

■布良地区の自然

11/４（日）  ９:00～ 俳句大会

■菜の花ホール

10/27（土）

11/３（土）

11/３（土）～4（日）

11/３（土）～4（日）

11/３（土）～5（月）

11/５（月）～11（日）

11/11（日）

13:00～

10:00～

 ９:00～

 ９:00～

 ９:00～

 ９:00～

10:00～

文化財保護協会講演会

謡曲発表会

学芸展

華道展・詩人展・書道展・切手展・

篆刻展・軸装展・市民コーナー展

ガーデニングコンクール

美術展

短歌大会

■館山市コミュニティセンター

平成13年10月１日 ２３ だん暖たてやま

　市民コーナーに出展する写真、絵画、手芸などの作品を募集し

ます。出展を希望する人は10月15日（月）までにハガキに住

所、氏名、電話番号、作品種別、出展希望点数を記入して、申し

込んでください。なお、出展希望が多い場合は、展示できる作品

数が制限される場合があります。

　問合せ・申込み／生涯学習課文化係（!22―3111内線663）

感動との出会い・館山2 0 0 1



　国民生活金融公庫では、長期・低利の年末資金

の取扱いをしています。

　経営改善資金を利用される人は、商工会議所に

ご相談ください。

　融資額／4,800万円以内

　利率／年1.65％（８月10日現在）

　融資期間／運転資金５年以内、設備資金10年以内

　融資額／550万円以内（担保・保証人は不要）

　利率／年1.35％（８月10日現在）

　融資期間／運転資金５年以内、設備資金７年以内

　高校、大学、専修学校などに入学・在学される

人の保護者や本人を対象に「国の教育ローン」を取

り扱っています。

　受験料や入学金など入学時の費用のほか、在学中

の授業料、アパート代、交通費などを融資します。

　融資額／200万円以内

　利率／年１.85％（８月10日現在）

　返済／10年以内

　問合せ／国民生活金融公庫館山支店

　　　　　　　　　　　　　!22―２９１１

　
千
葉
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
、
口

座
か
ら
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
、
納
め
忘
れ
や
納
付
の

た
び
に
金
融
機
関
に
い
く
手
間
が

は
ぶ
け
ま
す
。

　
通
帳
、
届
出
印
、
国
民
年
金
保

険
料
納
入
通
知
書
を
持
っ
て
、
取
扱

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

　
今
な
ら
口
座
振
替
の
人
の
中
か

ら
抽
選
で
、
毎
月

110
人
に
賞
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
開
催
期
間
／
今
月
か
ら
来
年
１

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

● 国の教育ローン●

　
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内

親
族
で
、
平
成
７
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な

ど
の
受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い
な

く
な
っ
た
人
に
特
別
弔
意
金
を
給

付
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
来
年
４
月
１

現
状
や
都
市
化
の
動
向
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
土
地
や
建
物

の
利
用
状
況
な
ど
を
調
べ
る
た
め

に
市
が
委
託
し
た
業
者
が
現
地
調

査
を
行
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
建
物
の
用
途
な
ど
を
伺
う
こ

月
末
日
ま
で

　
応
募
方
法
／
金
融
機
関
、
市
民

課
年
金
係
に
あ
る
専
用
の
応
募
ハ

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
／
平
成
14
年
２
月
５

日
（
火
）
【
当
日
消
印
有
効
】

　
賞
品
／
毎
月
ご
と
に
１
等
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
）、
２
等
（
体
脂

肪
計
付
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
）、
３
等

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
）、
４
等

（
携
帯
電
話
ス
ト
ラ
ッ
プ
）

　
当
選
発
表
／
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
ま
す
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

260
―
８

６
０
８
　
千
葉
社
会
保
険
事
務
局

年
金
課
「
口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
係
」
（
!
043
―

207
―
８
８
４
５
）

　　
市
で
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る

調
査
を
来
年
の
３
月
ま
で
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
概
ね
５
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基

礎
的
資
料
と
す
る
た
め
、
都
市
の

日
ま
で
に
社
会
福
祉
課
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利

が
消
滅
し
ま
す
。

　
給
付
内
容
／
額
面
24
万
円
、
６

年
償
還
の
記
名
国
債

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

573
）

と
が
あ
り
ま
す
。
調
査
員
は
、
市

が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

　 

問
合
せ
／
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
（
!
22
―
３
１
１
１
　内
線

462
）

　
三
芳
水
道
企
業
団
で
は
10
月
検

針
時
か
ら
、
検
針
票
の
形
式
を
変

更
し
ま
す
。
新
し
い
検
針
票
で
は

従
来
の
検
針
情
報
の
ほ
か
に
前
回

検
針
日
、
今
回
検
針
に
よ
る
請
求

予
定
金
額
、
次
回
口
座
振
替
予
定

日
、
企
業
団
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
が
加
わ
り
ま
す
。

　
メ
モ
欄
に
は
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
る
場
合
な
ど
も
通
知
し
ま
す
。

　
検
針
票
の
住
所
欄
に
は
、
水
道

メ
ー
タ
ー
が
あ
る
場
所
の
住
所
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

　
検
針
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

水道料金等のお知らせ
（この用紙で料金の支払はできません）

平成13年度４期分
　　　　9･10月

水 栓 番 号
001-00001-00
メ ー タ ー 番 号

01300001

住所

　館山市北条1145番地の１
　　館山　太郎　　　　　　　　　様

口径　13mm　用途　一般用
今回検針日　平成13年10月11日検針値　298m
前回検針日　平成13年 8月11日検針値　287m
使用水量　　　　　　　　　　　　　　　11ｍ

メーターを取替えた場合

旧メーター使用水量　平成　年　月　日交換　 ｍ

合計使用水量　　11ｍ 三芳　花子

請求予定金額　             2,388 円
今期分口座振替予定日　11月26日

上記の金額は実際のご請求とは異なる場合がございます。

検針員

3

3

3

3

3

メモ

口座振替利用のお客様
水道料金振替済領収のお知らせ
平成13年度 3 期分（7.8月）
振替年月日　平成13年9月25日
振替金額　　　　　　　2,121円
　　うち消費税額　　　　101円
 上記金額をご指定の預金口座より
 領収させていただきました。
三芳水道企業団 企業団長 辻田　実  印

本証により集金人が収納することはありません。

※実際の印刷物とは異なる場合があります。

の
際
は
、
検
針
票
の
右
上
に
あ
る

水
栓
番
号
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
こ
の
番
号
で
、
迅
速
に
加
入

者
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
三
芳
水
道
企
業
団

（
!
22
―
３
７
２
９
）

　
10
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
秋
の
市
内
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
す
。

空
き
地
な
ど
に
散
乱
し
て
い
る

空
き
カ
ン
、
空
き
ビ
ン
な
ど
を
集

め
、
各
地
区
の
決
め
ら
れ
た
場
所

に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
斉
清
掃
は
、
町
内
の
道
路
や

公
園
な
ど
、
公
共
の
場
所
を
中
心

に
行
う
も
の
で
す
。
物
置
な
ど
を

秋
の
市
内
一
斉
清
掃

片
付
け
て
出
た
不
用
品
な
ど
、
家

庭
か
ら
出
た
ご
み
は
普
段
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

草
や
木
の
枝
な
ど
は
一
斉
清
掃

日
に
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

農
業
機
械
、
タ
イ
ヤ
、
消
火
器
、

ブ
ロ
ッ
ク
、
自
動
車
部
品
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
品
な
ど

は
、
市
で
処
理
で
き
な
い
ご
み
で

す
。
（
詳
し
く
は
、
環
境
美
化
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
／
環
境
保
全
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線

614
）

▲今年の春の一斉清掃（館山海岸）

平成13年10月１日 ４５ だん暖たてやま

お 知 ら せ

　
「
下
水
道
の
日
」
の
先
月
10
日

に
下
水
道
標
語
の
入
賞
作
品
を
決

定
し
ま
し
た
。
標
語
は
20
字
程
度

で
中
に
「
下
水
道
」
の
字
句
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
。
夏
休

み
を
利
用
し
て
、
市
内
の
小
中
学

生
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
小
中

学
校
か
ら
計

149
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
こ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
、
入
選
３
点
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
選
定
は
下
水
道
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
標
語
、
市
の
財
産
で

あ
る
海
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語
の

み
ん
な
の
海
を
き
れ
い
に
！

２
つ
を
基
準
に
し

ま
し
た
。
入
賞
作

品
は
の
ぼ
り
旗
や

お
知
ら
せ
文
な
ど

の
啓
発
事
業
に
使

用
さ
れ
、
最
優
秀

作
品
の
看
板
は
庁

舎
別
棟
に
掲
げ
ま

し
た
。

　
国
語
が
得
意
と

な

つ

き

い
う
木
村
奈
津
季

さ
ん
（
那
古
小
５

年
）
は
「
夏
休
み

の
宿
題
で
つ
く
っ

た
、
候
補
を
３
つ

あ
げ
、
に
じ
の
橋

と
い
う
言
葉
が
気

に
入
っ
た
の
で
選
び
ま
し
た
。
新
聞

を
見
た
お
母
さ
ん
か
ら
最
優
秀
の
話

を
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
入
賞
作
品
と

作
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
!
22
―

３
１
１
１
内
線

472
）

▲相原校長と木村さん

長期・低利の年末資金

最低賃金が変わります

● 経 営 改 善 資 金 ●

●国の事業ローン●

　千葉県内のすべての使用者とパート、アルバイ

トをふくむ労働者に適用される地域別最低賃金

「千葉県最低賃金額」が10月１日から次のとおり

改正されます。

　日　額　5,408円（従来は、5,372円）
　時間額　　676円（従来は、  672円）

　使用者は、この額よりも低い賃金で労働者を雇

うことはできません。

　この最低賃金額には、時間外手当や臨時に支払

われる賃金、精・皆勤手当、通勤手当、家族手当

は含まれません。

　業種によりこの最低賃金の他に定められている

「産業別最低賃金」が適用される場合があります。

　問合せ／千葉労働局賃金室（! 043―221―

2328）または館山労働基準監督署（!22―0194）

特
別
弔
意
金
の
請
求
は

　
　
　
　
　
４
月
１
日
ま
で

水
道
の
検
針
票
が
変
わ
り
ま
す

10/28
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・
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・

～
・

～
・

～
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下
水
道
　
家
庭
か
ら
海
へ
の
　
に
じ
の
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
奈
津
季
（
那
古
小
５
年
）

す
ん
だ
海
　
み
ら
い
に
つ
た
え
る
　
下
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
原
里
美
（
北
条
小
２
年
）

鏡
ケ
浦
に
　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
　
下
水
道

ゆ

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
友
紀
（
北
条
小
６
年
）

下
水
道
　
く
ら
し
と
自
然
を
　
つ
な
ぐ
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
美
咲
（
神
戸
小
４
年
）

清
潔
な
　
街
を
さ
さ
え
る
　
下
水
道

と
も
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
智
大
（
北
条
小
４
年
）

下
水
道
　
み
ら
い
へ
流
れ
る
　
水
の
た
び

め

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
西
芽
唯
（
神
戸
小
３
年
）

入
　  

選

優 

秀 

賞

最
優
秀
賞

業者が現地調査
都市計画基礎調査



小
泉
政
権
、
今
後
の
行
方

 

“永
田
町
の
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
”

　
10
月
15
日
（
月
）
～
21
日
（
日
）

は
「
行
政
相
談
週
間
」
。
こ
の
週
間

は
、
広
く
行
政
相
談
制
度
を
知
っ
て

も
ら
い
、
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
お

う
と
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
期
間
中
に
行
政
相
談

委
員
、
千
葉
行
政
評
価
事
務
所
、

千
葉
地
方
法
務
局
館
山
支
局
と
合

同
で
行
政
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

　
登
記
、
年
金
、
国
税
、
国
道
・

交
通
安
全
な
ど
国
の
仕
事
や
Ｊ

Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
、
意
見
、
要

望
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

　
相
談
は
秘
密
厳
守
、
無
料
で
す
。

合
同
行
政
相
談

　
日
時
／
10
月
11
日
（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

　
日
時
／
11
月
27
日
（
火
）
午
後
６

時
30
分
開
演

　
館
山
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に

向
け
て
、
南
房
総
の
地
域
資
源
で

あ
る
海
や
豊
か
な
緑
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
海
の
活

用
と
公
園
緑
地
整
備
の
必
要
性
な

ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

考
え
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
31
日
（
水
）
午
後

２
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
演
題
／
①
海
を
活
用
し
た
南
房

総
の
地
域
振
興
に
つ
い
て

　
講
師
／
日
本
大
学
理
工
学
部
教

た
け
お

授
　
近
藤
健
雄
氏

　
演
題
／
②
南
房
総
の
自
然
特
性

と
公
園
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て

　
会
場
／
市
民
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

　
担
当
行
政
相
談
委
員
／
鈴
木
久

代
委
員
、
今
井
勇
委
員

　
問
合
せ
／
市
民
相
談
室
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線

506
）

　
接
種
方
法
／
６
週
間
以
上
の
間

隔
で
２
回
服
用

　
今
回
の
個
人
通
知
対
象
者
／
平

成
13
年
１
月
10
日
か
ら
８
月
５
日

生
ま
れ
で
、
一
度
も
ポ
リ
オ
を
受

け
て
い
な
い
人
。

＊
服
用
前
後
30
分
は
飲
食
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

＊
転
入
な
ど
で
、
通
知
が
届
か
な

い
人
は
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

　
小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
の
生
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
で
す
。
当
日
下
痢

の
場
合
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
ヵ
月
か
ら

７
歳
５
カ
月

　
料
金
／
無
料

　
館
山
商
工
会
議
所
青
年
部
で

あ
り
ま

は
る

は
、
政
治
経
済
評
論
家
の
有
馬
晴

み海
氏
を
講
師
に
経
営
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
11
日（
木
）午
後
７

時
～

　
場
所
／
商
工
会
議
所

　
テ
ー
マ
／
小
泉
政
権
、
今
後
の

行
方
“
永
田
町
の
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
”

　
受
講
料
／
無
料

　
申
込
み
／
電
話
で
10

月
９
日

（
火
）
ま
で
に
問
合
せ
先
ま
で

　
問
合
せ
／
商
工
会
議
所
　
担
当

高
橋
（
!
22
―
８
３
３
０
）

こ
う
し
て
ほ
し
い

納
得
が
い
か
な
い

そ
ん
な
意
見
を
！

　
日
時
／
10
月
31
日
（
水
）
午
後
１

時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

上
手
な
離
乳
食
の
進
め
方

う
ま
う
ま
学
級

　
内
容
／
上
手
な
離
乳
食
の
進
め

方
、
離
乳
食
（
初
期
・
中
期
・
後

期
）
の
調
理
実
習

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
（
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
す
る
人
は
、
お
ぶ
い

ひ
も
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
必
要
な

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　
申
込
み
／
健
康
管
理
課
に
電
話
で

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

蘇
生
法
な
ど
の
講
義
と
実
技
を
学

び
ま
す
。
小
児
や
高
齢
者
の
急
変

時
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
10
日
、
17
日
、
12

月
１
日
、
８
日
（
毎
週
土
曜
日
）
午

前
９
時
～
午
後
４
時

　
場
所
／
亀
田
総
合
病
院

　
定
員
・
対
象
／
25
名
、
65
歳
ま

で
の
人

　
災
害
時
の
疾
病
や
外
傷
、
傷
病

者
の
管
理
、
応
急
処
置
（
止
血

法
、
包
帯
法
）
、
搬
送
法
、
心
肺

　
温
水
プ
ー
ル
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の

法
定
検
査
の
た
め
、
11

月
３
日

（
土
）
～
11
月
12
日
（
月
）
ま
で
休

館
し
ま
す
。
11
月
13
日
（
火
）
か
ら

は
午
後
１
時
か
ら
開
館
し
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
間
も

開
館
し
て
い
ま
す
が
、
お
風
呂
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
温
水
プ
ー
ル（
!
22
―

５
５
１
９
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
!
22
―
５
２
３
４
）

　
は
じ
め
て
お
子
さ
ん
を
持
っ
た

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
子
育
て

に
不
安
や
悩
み
が
つ
き
も
の
。
心

に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
子
育
て
を
行
え

る
よ
う
こ
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
／
子
育
て
に
必
要
な
知
識

（
子
育
て
の
心
が
ま
え
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
・
サ
ー
ク
ル
情
報
・
健

康
・
食
事
・
し
つ
け
な
ど
）
を
保

健
婦
や
専
門
の
講
師
を
招
き
、
講

義
や
親
子
遊
び
、
親
同
士
の
交
流

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
24
日
（
水
）・
11
月

13
日
（
火
）・
27
日
（
火
）・
12
月
５

日
（
水
）・
21
日
（
金
）・
１
月
９
日

（
水
）・
21
日
（
月
）・
２
月
13
日

（
水
）・
26
日
（
火
）・
３
月
15
日

（
金
）・
26
日
（
火
）
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

場
所
／
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

　
子
育
て
支
援
講
座
「
ハ
ッ
ピ
ー

マ
マ
の
会
」
を
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◆
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
子
育
て
を
終
え
た
お
母
さ
ん

な
ど
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
く
れ
る
人
。

◆
子
ど
も
の
情
操
教
育
の
手
助
け

や
健
康
面
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
れ
る
人
。

　
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
講
座
の
日
程
で
、
都

合
の
つ
く
日
だ
け
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

　
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

　
対
象
／
市
民
で
第
１
子
が
０
歳

児
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
乳

幼
児
（
満
１
歳
に
な
っ
た
時
点
で

講
座
卒
業
）
途
中
参
加
可
。

費
用
／
無
料

問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館
（
!
23
―
３
１
１
１
）

　
受
講
料
／
無
料
。
但
し
教
材
費

２
千

500
円
は
自
己
負
担
。

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業

（
勤
務
先
明
記
）
、
返
信
用
宛
先

を
明
記
し
て
申
込
先
ま
で
。

　
締
切
／
10
月
20
日
（
土
）
必
着

　
申
込
先
／
〒

296
―
８
６
０
２
　

鴨
川
市
東
町

929
　
亀
田
総
合
病
院

教
育
部
（
!
０
４
７
０
―
99
―
１

１
６
５
）

救
急
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
市
役
所
南
側
の
市
道（
青
斜
線
部

分
）は
、
午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時

30
分
ま
で
、
軽
車
両
を
除
き
、
通
行

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
時
間
に
自
動
車

で
来
庁
す
る
人
は
、
三
中
寄
り
の
入

口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係
（
!

22
―
３
１
１
１
内
線

535
）

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
曲
目
／
渡
る
世
間
に
鬼
ば
か
り

（
羽
田
健
太
郎
）
、
展
覧
会
の
絵

（
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
）、
花
の
ワ
ル

ツ
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
）
他

　
料
金
／
Ｓ
席
３
千

500
円
、
Ａ
席

２
千

500
円

　
販
売
所
／
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
問
合
せ
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

（
!
22
―
１
８
１
１
）

　
講
師
／
千
葉
大
学
園
芸
学
部
教

よ
り
か
ず

授
　
丸
田
頼
一
氏

　
入
場
料
／
無
料

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
担
当
係

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

512
）

地
域
振
興
講
演
会

“
南
房
総
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

”

▲近藤健雄氏

▲丸田頼一氏

▲有馬晴海氏

▲羽田健太郎氏

▼ポリオの日程

平成13年10月１日 ６７ だん暖たてやま

お 知

国
に
対
し
て

　
９
月
15
日
号
６
ペ
ー
ジ「
男
女

共
同
参
画
情
報
誌
名
称
・
編
集
員

募
集
」の
企
画
課E

-m
a
il

ア
ド
レ

ス
は
、k

ik
a
k
u
k
a
@

c
ity

.

ta
te

y
a
m

a
.c

h
ib

a
.jp

の
誤
り
で

す
。
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

ら せ

小
児
マ
ヒ（
ポ
リ
オ
）接
種

朝
の
出
入
り
は
こ
ち
ら
か
ら

羽
田
健
太
郎

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
期
日
／
10
月
29
日
（
月
）

　
見
学
先
／
成
田
空
港
検
疫
所

（
成
田
市
）
、
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研

究
所
（
木
更
津
市
）

　
対
象
／
安
房
地
域
に
住
む
20
歳

以
上
の
人

　
定
員
／
40
人

　
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
各
自
持
参
）

　
集
合
場
所
・
時
間
／
安
房
合
同

庁
舎
　
午
前
６
時
50
分
、
鴨
川
市

役
所
　
午
前
７
時
40
分

　
応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚

に
４
人
ま
で
）
に
「
10
／
29
バ
ス
ツ

ア
ー
希
望
」
と
し
、
応
募
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
、
乗
車
場
所
、
返
信

用
宛
先
を
記
入
し
て
、
申
込
先
ま

で
。
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
締
切
／
10
月
17
日
（
水
）
消
印
有
効

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
８

５
０
４
　
安
房
地
域
県
民
セ
ン

タ
ー
（
!
22
―
７
２
２
２
）

安
房
地
域
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

子
育
て
支
援
講
座「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
の
会
」

対
象
は
０
歳
児
を
も
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

対
象
は
０
歳
児
を
も
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

　 日　程

11月５日（月）

11月６日（火）

11月７日（水）

11月８日（木）

１月11日（金）

１月16日（水）

１月18日（金）

１月21日（月）

受付時間

13:15～

　14:00

第
１
回

第
２
回


